
1 

 

令和４年田村市教育委員会第７回定例会議事録 

 

１ 招集日時   令和４年７月２６日（火）午後２時３０分 

  

２ 招集場所   田村市役所 ４階 特別会議室 

 

３ 出席者             教育長  飯 村 新 市 

教育長職務代理者  佐 藤 由香理 

     委 員  船 田 隆 典 

     委 員  渡 邊 世 子 

   委 員  栁 沼 かおり 

                             

４ 説明のため出席を求められた者 

職氏名    教育部長                石 井 敏 夫 

       教育総務課長              志 田 健 久 

参事兼学校教育課長           菅 野   学 

生涯学習課長              橋 本 弘 明 

教育総務課課長補佐兼教育総務係長    助 川 勇 造 

教育総務課教育施設係長         根 本 一 広 

学校教育課管理主事兼課長補佐兼指導管理係長   小 松 信 哉 

学校教育課教育振興係長         紺 野 健太郎 

生涯学習課課長補佐兼生涯学習係長    遠 藤 和 夫 

生涯学習課スポーツ振興係長       松 崎 久 幸 

 

５ 会議の書記  教育総務課主査             坪 井 真里子 

 

６ 開閉会    開会 午後２時２８分   閉会 午後４時１５分 

 

７ 会議に付した案件は次のとおりである。 

 

議案第３４号 令和５年度使用教科用図書の採択について 

 

議案第３５号 令和４年度田村市一般会計補正予算第３号 

       （教育に関する事務に係る部分）について 

  

議案第３６号 令和４年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

 

その他の案件 
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８ 会議の経過は次のとおりである。 

 

発 言 者 内                  容 

 

 

教 育 長 

 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

書   記 

 

教 育 長 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

教 育 長 

 

 

教 育 部 長 

 

学校教育課長 

 

教 育 長 

 

 

船 田 委 員 

 

学校教育課長 

【開会 午後２時２８分】 

 

令和４年田村市教育委員会第７回定例会の開会を宣言。 

会期は、本日１日間とし、別紙議事日程によって進めたいが、異議が

あるか。 

 

異議なし。 

 

異議なしと認める。会期は本日１日間とし、別紙議事日程によって進

めることに決定した。 

 会議録署名委員の指名。教育長指名で船田隆典委員と渡邊世子委員を

指名。書記には教育総務課 坪井主査を指名する。 

 

 令和４年第２回臨時会会議録の概要を朗読。 

  

ただいま朗読があった会議録について、承認することに異議はあるか。 

 

異議なし。  

 

異議なしと認め、令和４年第２回臨時会会議録は、承認することに決

定する。 

 

日程第３、議案上程に移り、議案審議に入る。 

 

議案第３４号 令和５年度使用教科用図書の採択について説明を求め

る。 

 

 議案第３４号について、説明。 

 

 議案第３４号について、資料により補足説明。 

 

ただいま説明があった、議案第３４号 令和５年度使用教科用図書の

採択について、質問、意見はあるか。 

 

各学校から選ばれた採択員が検討し、決定した内容なのか。 

 

今年度は採択年度ではなく、継続である。 
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教 育 長 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

 

教 育 部 長 

 

学校教育課長 

 

教 育 長 

 

 

 

船 田 委 員 

 

学校教育課長 

 

 

船 田 委 員 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

船 田 委 員 

 

学校教育課長 

 

そのほか質問、意見はあるか。 

 

なし。 

 

議案第３４号 令和５年度使用教科用図書の採択について、原案のと

おり採択することに異議はあるか。 

 

異議なし。 

 

異議なしと認める。議案第３４号 令和５年度使用教科用図書の採択

について、原案のとおり採択することを決定する。 

 

次に、議案第３５号 令和４年度田村市一般会計補正予算第３号（教

育に関する事務に係る部分）について、説明を求める。 

 

 議案第３５号について、説明。 

 

 議案第３５号について、資料により補足説明。 

 

ただいま説明があった、議案第３５号 令和４年度田村市一般会計補

正予算第３号（教育に関する事務に係る部分）について、質問、意見は

あるか。 

 

委託料の増額について、詳細説明を求める。 

 

コロナ禍における地方財政臨時交付金を財源とし、旭化成柔道部を派

遣してもらうため業者への委託料として計上したものである。 

 

なぜ、旭化成柔道部なのか。 

 

令和元年度、旭化成柔道部の大野将平選手が田村市に来た時に、本市

出身の方に紹介いただいた。その縁があって、今回は５名の選手に来て

いただけるということになった。その中には、全日本チャンピオン３名

などトップアスリートがいるので、小中学生のモチベーションを高める

ことを目的に計画した事業である。 

 

事業の内容は講演と実技を兼ねるものなのか。 

 

船引中学校において柔道教室を行う。同日、田村市陸上競技大会が行
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

船 田 委 員 

 

 

 

渡 邊 委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

船 田 委 員 

 

 

渡 邊 委 員 

 

 

 

教 育 長 

 

 

われるため、参加している児童生徒を対象に講演をしていただくという

内容となっている。 

 

ご存じのように「旭化成」と言えば陸上が有名である。今回は大野将

平選手との繋がりもあって、柔道部から４、５人のトップアスリートに

来ていただき、交流を深めてもらおうと思っている。将来的には旭化成

と田村市が交流・連携を進め、陸上部の方々からも実際に指導を受けら

れるような機会を作っていきたいと考えている。 

柔道部の方々の宿泊費用など一部田村市で負担する分があるため、地

方財政臨時特別交付金を財源とすることができることから予算計上する

こととなった。 

 

詳細については、総額６１万円のうち３８万円に臨時交付金を充当し、

残りは一般財源とする。 

 

子供たちがタブレット端末を使用していて、自分の考えや発想をタブ

レットに打ち込んでいるので、一斉に表示することができる装置として

有効である電子黒板を小中学校に整備する。同様の臨時交付金を充当と

する事業を計上している。 

 

昔の電子黒板のイメージとは違う。子供たちのまとめたものが即時に

表示され、効果的に使われているようだ。これが学力向上に結び付くと

いいなと思う。 

 

低学年の子供たちが非常に活き活きと授業を受けていた。 

 

タブレットを使うかどうかで、これから技能面で大きな差となってく

ると思う。教師も子供たちと一緒に操作を学べば、子供たちの方が堪能

だったりするので刺激になる。 

 

グループ協議をやるときでも、一人ひとりの意見やまとめを表示して

比べることで、意見交換が活発になるし深まりもできてくると思う。 

 

先生方にもどんどん使ってほしい。年代によってはタブレット使用を

尻込みしてしまう先生もいると思うが積極的に活用してもらえればと思

っていた。 

 

先生方の技能レベルに合わせて使うのではなくて、子供たちが必要感

を感じて使い出すというふうになっていけばいいかなと思っている。 

普段から使用している学級の授業を見ていると、子供が好きな時に使
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教 育 長 

 

 

 

船 田 委 員 

 

 

教 育 長 

 

佐 藤 委 員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

佐 藤 委 員 

 

 

学校教育課長 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

教 育 長 

っていて、一斉に開いて見ているというわけではない。必要な時に使え

るようになっていけばいい。使い方については、先生方も研修を積みな

がら、便利さをＰＲしながら活用してもらうようにしていきたい。 

 

どういう場面で使えばいいかというのも難しいと思う。手で書くこと

もしっかりやらないと力にならないこともある。 

 

いろんな実践事例があるので、実践していくしかない。 

 

先ほどの柔道の話になるが、開催日はいつになるのか。また、同日陸

上競技大会が開催されるとのことだが、陸上大会は中学生の大会か。 

 

９月１５日である。陸上競技大会は小学生の大会である。この大会は

田村市内の小学生だけではなく、三春町、小野町の小学生も参加する大

会となっている。 

 

船引中学校での実践とのことであるが、実践の様子をリモートなどで

ほかの中学校にも配信することは可能か。 

 

選手の肖像権等の問題もあると思うので、その辺りは今後協議してい

きたい。 

 

３年前、大野将平選手は船引中学校の子供たちからオリンピックの自

信について聞かれて、「金メダルを取る。」と言った。更にその自信は

どこから来るのかと聞かれ、「これだけ練習してきて負けるはずがない。」

と断言をして金メダルを獲った。講演を聞いていた全員が、すごいなと

思ったはずである。今回も子供たちの心に響くような話が聞けることを

願っている。 

 

議案第３５号 令和４年度田村市一般会計補正予算第３号（教育に関

する事務に係る部分）について、原案のとおり承認することに異議はあ

るか。 

 

異議なし。 

 

異議なしと認める。議案第３５号 令和４年度田村市一般会計補正予

算第３号（教育に関する事務に係る部分）について、原案のとおり承認

する。 

  

次に、議案第３６号 令和４年度要保護及び準要保護児童生徒の認定
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教 育 部 長 

 

学校教育課長 

 

教 育 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

学校教育課長 

 

教 育 長 

 

 

渡 邊 委 員 

 

 

 

 

教育振興係長 

 

 

 

渡 邊 委 員 

 

 

教 育 長 

 

 

 

について、説明を求める。 

 

 議案第３６号について、説明。 

 

 議案第３６号について、資料により補足説明。 

 

 ただいま説明があった、議案第３６号 令和４年度要保護及び準要保

護児童生徒の認定について、質問、意見はあるか。 

 

 ※プライバシー保護の観点から、質問・意見の件数のみ（１７件） 

 

議案第３６号 令和４年度要保護及び準要保護児童生徒の認定につい

て、原案のとおり認定することに異議はあるか。 

 

異議なし。 

 

異議なしと認める。議案第３６号 令和４年度要保護及び準要保護児

童生徒の認定について、原案のとおり認定する。 

  

 認定件数読み上げ。 

 

日程第４ その他の案件について、委員の皆様からあればお願いす

る。 

 

 高校生の通学に関して、山間部から通学している学生の保護者から各

家庭で送迎し通学している生徒に対し、市において何らかの補助はない

かと聞かれている。ほかにも同様の問い合わせはないか。また、市教育

委員会として事業はないか。 

 

 移地区においても自家用車での送迎をしている。親の勤務地が船引町

や郡山市なので朝晩、そのタイミングで送迎している家庭が多いよう

だ。 

 

 都路地区においても同様の方もいるし自営業の方もいる。地域内で話

題になっていたので聞いてみた。 

 

 対象が高校生となると難しいところもある。高校生の交通の便につい

て市町村の教育委員会で検討することになると相当大変なことになる。

一部の学生を対象にするとほかの地区の学生もとなってしまう。 
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渡 邊 委 員 

 

 

教 育 長 

 

 

渡 邊 委 員 

 

 

 

教育施設係長 

 

 

 

 

栁 沼 委 員 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡 邊 委 員 

 

栁 沼 委 員 

 そういった意見があったので、市内山間部の子供たちのための施策は

ないかなと思い聞いてみた。 

 

 自分が教員だった頃は、郡山の高校へ行く子供たちの多くは、下宿や

寮のある学校を選んで行っていた。 

 

 我々の時代はほとんどが下宿などを利用していたが、最近は子供たち

も自宅からの通学を希望しているようで、各家庭で送迎するなどしてい

るけれど、やはり大変だという声が聞こえてくる。 

 

 実際に自分も子供たちを送迎し通学させている。数年前、公共交通の

デマンド関係で意見交換会を行ったことがある。その席で、通学の交通

手段が少ないという意見を出させていただいた。各地区の高校生が集ま

っての意見交換会は実施していた。 

 

 今年度の夏休みについて、田村市の小中学校は２７日からと、他の市

町村より遅れてのスタートとなったが、夏休みを短くしたのはなぜか。

夏休みを短くした分、冬休みでの調整があるのか。と、保護者から聞か

れることがある。 

 

 そういう質問があるのは学校からの説明が足りていないようだ。４年

前に条例を改正して、田村市は夏休みを７月２７日から入りますよ、と

した。理由は、英語のカリキュラムが増えたことで授業日数が足りなく

なるので増やしてほしい、という小学校校長会からの要望であった。要

望により田村市は７月の授業日数を増やして、夏休みを削った。ほかの

市町村は８月のお盆明けを削ったところが多かったようだ。あるいは土

曜日授業を実施するかで調整した。選択肢が３つあった。 

 コロナの感染状況を見て、７月２５日、２６日は臨時休業とし、引き

続き夏休みとした。この先のコロナの感染状況は予測ができないので授

業日数が足りないということになれば、小中学校の授業の実態を見なが

ら、冬休みで調整するなどの対応を今後検討していきたいと考えてい

る。 

 今年度も既に学級閉鎖や臨時休校を実施したところもあるので、夏休

み明けの授業の進捗がどうかということやコロナの感染状況も見ながら

検討しなければいけない。授業日数が足りないということになれば、冬

休みを削らざるを得ないということになる。 

 

保護者としては、夏休みが短いのは嫌なのでしょうか。 

 

夏休みは短い方がいいと言っている。 
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教 育 長 

 

教 育 長 

 

教 育 部 長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

渡 邊 委 員 

 

教育総務課長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

この条例の改正に関して、親御さんからのクレームは１件もなかった。 

 

その他の案件について、教育部長からお願いする。 

 

 その他の案件について 

 

２各行事の報告について  

・教育委員会第７回定例会 ７月２６日（火） 

 

３令和４年８月の行事予定について 

 ・教育委員会第８回定例会 ８月１８日（木） 

 

１事業報告事項について 

 ・小学校統合準備に係る学校委員会、合同委員会等の進捗状況につ

いて 

 ２つの地区から学校名の意思表示があった。 

 船引小学校と要田小学校の統合については「船引小学校」とする、芦

沢小学校と船引南小学校の統合については「船引南小学校」とする旨の

報告をいただいている。 

 美山、緑、瀬川小学校については、３校関係者による合同委員会が開

催されたが結論には至らなかった。美山、緑小学校からは新たな校名を

「美山小学校」にするとの意思表示があった一方で、瀬川小学校からは

保護者アンケートを取ったものの、これを踏まえての地域の意見を聞き

たいということから、次回へ持ち越しとなった。なお、８月５日に再度

合同委員会開催が予定されており、この場で校名決定の結論を得るとの

報告を受けている。 

 

 小学校統合の件で、質問等あるか。 

 

 瀬川小学校が実施したアンケートの内容は把握しているか。 

 

 実物は拝見していないが、保護者に対して新たな学校名についてどう

考えているかといったような、自由記載形式でのアンケートだったと聞

いている。 

 

 もしも美山小学校に統合する学校名を変えたいということであれば、

校名については次年度以降新たな校名を模索していくという案も示して

いる。更に数年後には再度統合も考えなくてはいけないということもず

っと話している。校名については、事を急がず慎重に進めたいと考えて
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教 育 長 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

委 員 

 

いる。 

 

 事務局から続けてお願いする。 

 

４各事業について 

（１）学校教育課所管事業実施予定 

① Ｆ２サミット 

８月８日（月）~８月９日（火） 市役所多目的ホール 

                コミュタン福島 

 

② 教育セミナー 

８月２３日（火） 田村市文化センター 

 

（２）生涯学習課所管事業実施状況 

① 第７５回福島県総合体育大会県民スポーツ県中地域大会田村地

方予選大会 

７月１０日（月） 田村市総合体育館（バドミントン）ほか 

 

② 令和４年度田村市中学生芸術鑑賞教室 

７月７日（木） 田村市文化センター ２８０人参加 

 

③ 田村市文化センター自主文化事業「綾小路きみまろ笑撃ライブ」 

７月２４日（日） 田村市文化センター 入場者４００席 

 

④ 令和４年度第３７回 B&Gスポーツ大会福島県大会 

７月２４日（日） 塙町 B&G海洋センター 

水泳の部（中止）、剣道の部（中止） 

 

（３）生涯学習課所管事業実施予定 

① 令和４年度少年の主張大会 

８月７日（日） 田村市文化センター 

 

② 第３６回大多鬼丸旗争奪ソフトボール大会 

８月２０日（土）～２１日（日）  

滝根運動場・滝根小学校・滝根中学校 

 

ただいまの説明について、意見・質問はあるか。 

  

 なし。 
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教 育 長 

 

学校教育課長 

 

 

教 育 長 

 

船 田 委 員 

 

 

 

学校教育課長 

 

教 育 長 

 

船 田 委 員 

 

 

 

渡 邊 委 員 

 

教 育 長 

 

佐 藤 委 員 

 

教 育 長 

 

教 育 長 

 

佐 藤 委 員 

 

 

学校教育課長 

 

教 育 長 

 

教 育 長 

 

委 員 

 

その他について説明願う。 

 

５その他 

・全国学力学習状況調査について 

 

概要資料について、意見・質問はあるか。 

 

 平均を上回っているということは、大変良いことである。 

 国語の成績がいいので、ほかの教科もできないということはない。今

は朝の読書や朝自習などはやっていないのか。 

 

 朝の時間は１５分程度、読書や計算、漢字などを行っている。 

 

 授業のレベルを上げないと成績には跳ね返ってこないと感じる。 

 

 頭を精いっぱい使った授業でないと効果が表れてこない。以前は月に

１回は新教研があって学習の成果が確認できていた。先生方の指導の目

安にもなっていたが、今はこの状況調査しか目安になるものがない。 

 

 少人数学級の強みを活かして頑張ってもらいたい。 

 

そのほか質問、意見はあるか。 

 

 理科の成績がずば抜けている中学校が、なにかあったのか。 

 

 小学校の時の理科の授業をしっかり受けていた成果だと思う。 

 

 そのほか質問、意見はあるか。 

 

 提案であるが、学校訪問の際、もう少し自由に見て回りたいので教育

委員の名札を作っていただきたい。 

 

 了解した。 

 

 中体連県大会について報告。 

 

 そのほか質問、意見はあるか。 

 

 なし。 
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教 育 長 令和４年田村市教育委員会第７回定例会の閉会を宣言。 

 

 

【閉会 午後４時１５分】 

 

 

 

前記、会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名

する。 

 

 

令和４年７月２６日 

 

教育長   

 

 

委 員   

  

 

委 員   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


